
1 ．事業構想評価

（１）事業構想「目標を定量化する指標」の達成状況

目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

R5 20 - - 事業実施なし

R5 20 - - 事業実施なし

木造化（補助率1/2以内）

木造化（補助率15％以内）

木質化

未利用間伐材等活用機材整備

木質バイオマス供給施設整備

木質バイオマスエネルギー利用
施設整備

R5 3.4 - - 事業実施なし

再造林の低
コスト化の促
進

R5 - - - - -

R9

開始
年度

目標
年度

備　考１年目（開始年度） ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

達成状況

低コスト再造林対策
人工造林面積のうち、人工
造林のコスト低減を図る取
組の面積割合（％）

目標 メニュー 指標

木材加工流通施設等の整備
地域材利用量（㎥）
の増加率

木造公共建築物等の
整備

事業費当たりの木材
利用量（㎥／百万円）

木質バイオマス利用
促進施設の整備

事業費当たりの木質
バイオマス利用量
（㎥／百万円）

高性能林業機械等の整備
労働生産性（㎥／人・日）の
増加率

林業・木材
産業の生産
基盤強化



２ ．全体評価

数値 単位 年度 数値 単位 年度 実績
達成率
(％)

年度

森林資源の保護
森林環境保全の推
進

指導等面積の増加
（保安林指定面積）

1065 百ha R5 1085 百ha R6 1074 99% R6 達成状況報告
令和7年7月31日

素材生産量（目標値） 305 千m3 R5 333 千m3 R6 303 91% R6
達成状況報告
令和7年7月31日

認定事業主数 18 事業体 R5 20 事業体 R6 17 85% R6
達成状況報告
令和7年7月31日

労働災害発生件数 23 件 R5 22 件 R6 18 122% R6
達成状況報告
令和7年7月31日

素材生産量(目標値) 305,000 ㎥ R5 333,000 ㎥ R6 303,000 91% R6 達成状況報告
令和7年7月31日

素材生産性(目標値) 7.0 ㎥/人日 R5 7.3 ㎥/人日 R6 8.0 110% R6 達成状況報告
令和7年7月31日

目標年度の報告
備考

目標値

人材の確保・育成・
定着

労働安全の確保

林業の多様な担い手
の育成

林業経営体育成対
策(林業機械リース

支援)
林業経営体の育成

（１）全体指標の達成状況

目標 メニュー 全体指標
現状値



計画主体の評価及び今後の課題とその解決策

林業の多様な担い手の育成
森林組合の合併による認定事業体の減少に加え、認定候補事業
体の制度理解や技術習得などに時間を要したため、目標達成に至
らなかった。

小規模事業体など認定候補を対象に、経営指導や技術
導入支援を通じて経営基盤を強化し、認定事業体への
育成を進める。

林業経営体の育成
リースによる高性能林業機械の導入支援により、素材生産性が向
上した。一方、素材生産量は林業従事者数の減少等の影響を受
け、現状値の-0.7％と目標達成に至らなかった。

導入した機械を用いた素材生産システムの更なる効率
化や人材育成を進めるとともに、引続きリースによる高
性能林業機械の導入を支援し、素材生産量と素材生産
性の向上に取り組む。

森林資源の保護
保安林を中心に巡視活動を行うとともに「やまぐち農林水産業振興
計画」等の目標に基づき保安林の指定を推進した。保安林の指定
面積は、目標値に対して99%であり、ほぼ目標を達成した。

森林の公益的機能の維持増進のため、引き続き保安林
等の巡視活動に取り組むとともに、機能の発揮が求めら
れる森林について計画的に保安林の指定を推進する。

（２）総合評価

目標 本事業により実施した目標の分析とその評価 今後の課題とその解決策


